
(150)

(S)(W)

-8

壁紙-8

-6-5

-3 -4-1 -2

-12 吸音材の上ガラスクロス張り吹付け材

-3・-4 ボード（下地張りのある場合）

留め付け材

ガラスクロス巻き込み

樹脂製等プラグ＠300程度

目透し工法 突付け工法

（テ－プ又は塗装）(5)

(W) (S)(S)(W)

目透し工法 突付け工法

（テ－プ又は塗装）(5)

(W) (S)(S)(W)

(S)(S)

仕
上
げ
厚

コンクリート打放しの上塗装等
-11

-5・-6 化粧合板（天然木練付）

-10 コンクリート打放し，金属成形板-9

１）

1/10

天井　：　仕上げ

ボード（下地張りのない場合）-1・-2

3-01建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

目透し工法 突付け工法

（テ－プ又は塗装）(5)

(W) (S)(S)(W)

下地張り（GB-R）

化粧合板（天然木練付（小口共）t=6） 化粧合板（天然木練付（小口共）t=6）

軽量鉄骨天井下地の適用範囲は，公共標仕（建）１４．４．１

下地張り（GB-R）

下地張り（GB-R） 下地張り（GB-R）

下地張り（GB-R）

※ -7は欠番

による。
Ｗはダブル野縁を，Ｓはシングル野縁を示す。２）
-９で継手を設ける場合は必要に応じて，継手部分には３）
ダブル野縁を使用する。
ボードの種別が化粧せっこうボード（木目）の場合は，専用４）
下地材による。

１）

特記事項
-１～-８のボードの材種，厚さ
-５,-６の天然木の樹種
-９の金属成形板の材質，厚さ，幅

２）

-１０の吹付け材の種別，厚さ
３）

-１１のコンクリート打放しの種別
-１２の吸音材の材種，厚さ

４）

下地張りの材種，厚さ

５）
６）
７）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 3-11

-1～-4 天井付き目地（壁せっこうボード下地・打放しコンクリート下地）

天井取合い　：　壁－天井

1/5

突付け目地（壁せっこうボード下地）-9・-10

天井付き目地（軽量鉄骨壁下地）-5～-8

(10)
見切縁

下地張り

見切縁(10)

(テープ又は塗装)

下地張り

(テープ又は塗装)

(10)
見切縁

下地張り

(10)
見切縁(10)

(テープ又は塗装)

下地張り

(10)
(テープ又は塗装)

下地張り

見切縁

下地張り

突付け目地（軽量鉄骨壁下地）-11・-12

-1 -2 -3 -4

-5 -6 -7 -8

-9 -10 -11 -12

コンクリート打放し仕上

(10)

見切縁 見切縁 見切縁

(10)

１）

仕様
軽量鉄骨天井下地の適用範囲は，公共標仕（建）１４．４．１

２）
による。
壁取合い部の野縁種別は，天井下地張りのない場合は
ダブル野縁（Ｗ）,天井下地張りのある場合シングル野縁（Ｓ）
を使用する。

１）

特記事項
-３，-４，-７～-１２の見切縁の材種

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(10)

(
2
0
)

(15)

H
H

(15)

(
2
0
)

150以内

（指定仕上材）
見切縁

吹出口等（別途）　

（補強枠）
（指定仕上材）

溶接

見切縁

（指定仕上材）

溶接

野縁
斜め補強
野縁受けと同材

溶接

野縁受け

溶接

見切縁

野縁受け

目地板
（テープ又は塗装）

見切縁

野縁受け

溶接

野縁受けと同材又は
斜め補強野縁

溶接

（指定仕上材）

（指定仕上材）

（補強枠）

吹出口等（別途）

見切縁
（指定仕上材）

溶接 溶接

溶接

野縁受けと同材

野縁受けと同材

野縁

下がり壁と野縁が
直角の場合

天井付き目地の見切縁ありの場合

天井付き目地の見切縁なしの場合

突付け目地の場合

下がり壁と野縁が

平行の場合　　　

又はL-30X30X3
＠2,700程度

150以内

野縁受け ＠900程度

w
x
h

2
.
5

2
.
5

(10)

□-19X19X1.6

又はL-30X30X3

(10)

150以内

L-30X30X3 ＠2,700程度

野縁受け ＠900程度

又はL-30X30X3

w
x
h

2
.
5

□-19X19X1.6

(10)

1/5

天井取合い　：　下がり壁

下がり壁-1

下がり壁のＨ１）

3-12建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
特記事項仕様

見切縁

(       )

(       )

(       )

(       　　)

2
.
5

１）

見え隠れ鉄面及び溶接箇所は，錆止め塗料塗りとする。
適用する。
補強枠材は野縁と同材とし，吹出口などが取付く場合にのみ
軽量鉄骨天井下地の適用範囲は，公共標仕（建）１４．４．１による。

標準的な庁舎における天井高の差や，吹出口等を設ける
ために生じる程度の段違いの場合を示す。

２）
３）

４）

天井，下がり壁の下地張りの有無２）
見切縁の材種３）
天井と下がり壁取合いの目地の種類４）
ｗ，ｈ５）
指定仕上材の種類６）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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3
6
0
程
度

3
6
0
程
度

150以内

インサート＠900程度

野縁受け

野縁

クリップ

3
,
0
0
0
≧
 
H
 
≧
1
,
5
0
0

水平補強(　-19X10X1.2以上)
縦横方向に＠1,800程度

内側に折り曲げる
クリップは

150以内

野縁受け

つりボルト ねじ外径9.0φ（有効径8.1mm以上） 

インサート＠900程度

周辺部の天井下地の組み方（天井のふところが大きい場合）

野縁

断　面　1/10

-4  金属成形板張りの場合-3  下地張りのない場合

-2  下地張りのない場合-1  下地張りのある場合
1
,
8
0
0
程
度

ボード寸法900X1,800程度
3
6
0
程
度

3
6
0
程
度

3
0
0
程
度

3
0
0
程
度W

S
W

S
S

S
S

ボード寸法
900X1,800

900X900
程度

S
S

S
S

S
S

2
2
5
程
度
以
下

2
2
5
程
度
以
下

(目地板)

S
S

S
W

S
W

W
S

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

S
W

W
S

W
S

S
W

W

〃
〃

S

1/10，1/50

軽量鉄骨天井下地

軽量鉄骨天井下地-1～-4
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図面名称
仕様

9
0
0
程
度

4
5
0
程
度
以
下

ボード類の一辺の長さ≦450

(      )
〃

〃
〃

〃

〃
〃

〃

斜め補強
（　-19X10X1.2以上)
相対する斜め材を一組とし，
縦横方向に＠3,600程度

１） 軽量鉄骨天井下地の適用範囲は，公共標仕（建）１４．４．１による。

＠900程度
つりボルト ねじ外径9.0φ（有効径8.1mm以上） 
＠900程度

水平補強(　-19X10X1.2以上)
縦横方向に＠1,800程度

斜め補強
（　-19X10X1.2以上)
相対する斜め材を一組とし，
縦横方向に＠3,600程度

3
,
0
0
0
≧
 
H
 
≧
1
,
5
0
0

２） Ｗはダブル野縁，Ｓはシングル野縁を示す。
３） -２の目地板（溶融亜鉛めっき鋼板等）は，目透し張りの場合に野縁と直角
方向の目地当たり部分に取付ける。

４） クリップのつめが溝側に位置するものは，野縁受けの溝内に確実に折り曲
げる。

特記事項
１） 野縁等の種類
２） 屋外の場合の野縁，野縁受け，つりボルト
及びインサートの間隔，周辺部の端からの
距離

３） 耐震性を考慮した補強
天井ふところが３ｍを超える場合の補強４）
目地板の種類５）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 3-31

-1 鋼製埋込み形

鉄面は錆止め塗料塗りとする。１） カーテンボックス　：　鋼製，

1/5

　　　　　　　　　　 　    アルミニウム製

H

P-1.6(EP-G

W
(20)

(
1
0
)

(
1
5
)

FB-3X30

L-30X30X3

つりボルト ＠900程度

D W

(10)(20)

(
1
5
)

H

P-1.6(EP-G

FB-3X30

L-30X30X3

つりボルト ＠900程度

(断熱材）

インサート＠900程度

断熱補修材断熱補修材

(15)

W

(
5
)

H

(
1
0
)

つりボルト ＠900程度

断熱補修材

-＠900

暗幕+横形ブラインド

ドレープ+横形ブラインド

ケースメント+横形ブラインド

レース+横形ブラインド

レース+ドレープ

カーテンボックスの標準寸法

　　を設ける場合は図-2による。
2)　鋼製,又はアルミニウム製カーテンボックスにサイドカバー

　　けの場合のカーテンのたたみ込み寸法を示す。
1)　Lはカーテンボックスの長さが6,000mm程度で開閉は引分

図-2 図-3鋼製(20)
アルミ製(15),

L

L

5
0
以
下

FB-3X50-＠600

8
0
以
上

150150180D

0～50150120C

0

B

150

80120

80 150150A

LHW

建具枠

サイドカバー横形ブラインド

縦形ブラインド

ドレープ

ケースメント

レース

備　　　　　考種　　　類分類

-＠900

-2 鋼製埋込み形 アルミニウム製埋込み形-3

3)　梁等により取付寸法が50mm以下となる場合は図-3による。

図-1

D

又はSOP) 又はSOP)
LL

インサート＠900程度 インサート＠900程度

(断熱材） (断熱材）

D D

D

(
5
)

(
1
0
)

断熱補修材

(
5
)

断熱補修材

(断熱材）

(10)

アルミ額縁

カーテンボックス無し-4

つりボルト端部の持出しは，５０ｍｍ以下とする。２）
鋼板は公共標仕（建）１６.４.３（１）（ア）による表面処理亜鉛めっき鉄板とする。３）
-３の表面処理は公共標仕（建）表１４.２.１による。４）
つりボルト及びインサートは，軽量鉄骨天井下地のつりボルト，インサートと同材５）
とする。
断熱材を貫通するインサートは，熱橋防止を考慮したインサートとする。６）

特記事項
Ｗ，Ｈ，Ｌ，Ｄ１）
サイドカバーの有無２）
断熱材の有無及び断熱補修材の材種３）
鉄部の塗装の種別４）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 3-32

１） Ｗ，Ｈ，Ｌ（３-３１による）

-1 木製埋込み形

鉄面は錆止め塗料塗りとする。１）
カーテンボックス　：　木製，

1/5

鋼板は公共標仕（建）１６.４.３（１）（ｱ）による表面処理亜鉛
めっき鉄板とする。
つりボルト及びインサートは，軽量鉄骨天井下地のつりボル
ト，インサートと同材とする。

木部及び鉄部の塗装の種別２）
３） 断熱材の有無及び断熱補修材の材種

　　　　　　　　　　　 　　カーテン受け板
２）

３）

木製受け板-2～-4

W

(65)

板t=24

(
1
5
)

(
3
0
)

H

FB-3X30

L-30X30X3

つりボルト ＠900程度

(断熱材）

断熱補修材

インサート＠900程度

-＠900

板t=20

板t=20 (
1
0
)

(100)

(10)(100)

板t=20 (
1
0
)

P-3.2

FB-3X50-＠600

＠600

(10)

(100)

(
1
0
)

(
5
)

FB-3X50-＠600

＠600

断熱補修材

溶接等

あと施工アンカー
あと施工アンカー

溶接等

(GB-R t=12.5)

-1 -2 -3 -4

断熱補修材

断熱補修材

断熱補修材

断熱補修材

L型金物

L型金物
アルミニウム製(既製品)

L型金物

板t=20

LP-1.6(EP-G又はSOP)

４）
サートとする。
断熱材を貫通するインサートは，熱橋防止を考慮したイン

L

アルミニウム製(既製品)

(断熱材）

(断熱材）

(断熱材）

アルミニウム製(既製品)

４） サイドカバーの有無及び取合い

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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増しつり増しつり

増しつり

増しつり

L

野縁受け

野縁 補強野縁

照明器具用つりボルト（別途）

補強野縁受け

野縁

照明器具用つりボルト（別途）

野縁

補強野縁

野縁

補強野縁

つりボルト位置＠900程度

補強野縁受け 補強野縁受け

野縁受け

(
3
)

B

A

(3)

W
(
3
)

L (3)

A

B

伏　図　1/20

A-A断面　1/10

W

B-B断面　1/10

２）
１）

野縁受けのはね出しが300ｍｍ以上の場合は, 増しつりを
補強野縁は野縁と，補強野縁受けは野縁受けと同材とする。

-2 野縁を切断する場合（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　 その他

1/10，1/20

天井開口部下地補強　：　照明器具，

野縁を切断する場合（1）-1

3-41建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
仕様

設ける。

野縁受け

つりボルト

野縁受け

つりボルト

野縁受け

野縁

照明器具用つりボルト（別途）

野縁

照明器具用つりボルト（別途）

野縁受け

つりボルト位置＠900程度

野縁

野縁

(3) L (3)

(
3
)

W
(
3
)

伏　図　1/20

L

A-A断面　1/10

W

B-B断面　1/10

野縁受け

つりボルト

つりボルト

野縁受け

補強野縁

補強野縁受け

補強野縁受け

AA

B

B

補強野縁

２）
１）

野縁等の種類
Ｗ，Ｌ

特記事項

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(
2
8
)

(35)

仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 3-42

-1 天井吹出口

天井開口部下地補強　：　天井吹出口

1/10，1/20

　　　　　　　　　　　　　　  　 天井点検口

天井点検口-2

補強野縁は野縁と，補強野縁受け及び取付け用補強材は
野縁受けと同材とする。
野縁受けのはね出しが300ｍｍ以上の場合は，増しつりを

１）

２）

B-B断面　1/10

野縁受け

補強野縁

W

A-A断面　1/10

補強野縁受け

W

伏　図　1/20

W

つりボルト位置＠900程度

補強野縁

補強野縁受け
野縁受け

野縁

B-B断面　1/10

(28)(28)

W

A-A断面　1/10

(35)(35)

L

補強野縁受け

伏　図　1/20

(35)L

W
(
2
8
)

補強野縁

補強野縁

つりボルト位置＠900程度

取付け用補強材

補強野縁受け

野縁受け

野縁

野縁受け
取付け用補強材

補強野縁

取付け用補強材

野縁受け

野縁受け

つりボルト

野縁受け

つりボルト

つりボルト

つりボルト

野縁受け

野縁受け

野縁受け

補強野縁

野縁

A

B

A

B

B

B

A A

設ける。
天井点検口はアルミニウム製既製品とする。３）

特記事項
Ｗ，Ｌ
野縁等の種類

１）
２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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A1～A6，B1～B8の寸法は，標準型建具の場合を示す。ただし（　）を除く。
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W

4-01
２

5）

4）

3）

2）

抑える事。但し，身障者の

のり幅900以上とする。
利用する部分は枠の有効内

標準寸法の変更は最小限に

mmとする。但し，ドアクロ
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W

(
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たてすべり出し
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ア
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ム
製
建
具
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(
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)
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H
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(
4
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又
は
7
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)

(
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2
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)
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W
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W

C-1＊ C-2＊ C-3 C-4 C-5 C-6

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

C-7＊ C-8＊ C-9＊ C-10 C-11 C-12＊

片開き すべり出し たて軸回転 横軸回転 内倒し

外倒し

C-13＊ C-14＊ C-17 C-18ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
建
具

突き出し

FIX

D-1 D-2 D-3 D-4 D-5

らんまの形式

種別 FIX（固定） 引違い 内倒し 外倒し 突き出し

形

式

FIX
内 外

種別 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 姿図

形

式

約25%開口率 約30% 約35% W=1,500以上は方立を

開閉
方法

枠　の
有効内のり

幅　W

枠　の
有効内のり

高さH
備　　考

1）

片開き 900

扉の標準寸法

親子開き

両開き

950

1,200

1,800

枠の内のり高さHは床面か

で段差がある場合は一般床
（廊下など）からの高さと
する。

扉の見込み寸法は木製
及び鋼製建具の場合40mm,
鋼製軽量建具の場合35～40

親子開きの子扉の幅は300

片開き 600 1,900

点検用扉等で,WxHの小さ
なものは見込み30mm程
度とする。

ふ
す
ま

H

W
H

1
H

H
2

W 1

W

1
H

2
H

がらりの形式

H

W

H

W

設ける。

らの高さを示し，扉の前後

1
5
0

形状寸法-1

C-1～-6，C-17～-19のらんま形式を示す。

扉がらり及び窓がらりの形式を示す。 開き戸の標準を示す。

引違い，片引き，両引きなどの場合はこれに準ずる。

11

Ａ-４～-６，Ｂ-４～-６,－８のがらりの形式及び開口率，W　H　５）
Ｃ-１～-６を連窓とする場合のＷ（総巾）４）
らんまの形式
Ｃ-１～-６，Ｃ-１７～-１９で，らんまを設ける場合のＨ　，３）

形状，Ｗ，Ｗ　，Ｈ，Ｈ　２）

木製，鋼製及びアルミニウム製の種別１） 建具　：　形状寸法

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

2,100

2,000

2,000

2,100

2,000

2,100

ーザを設ける必要がある

場合は350mm以上とする。

C形状の＊印は樹脂製建具対応形状を示す。

製
建
具

樹
脂

・

製
建
具

樹
脂

・

(
1
2
0
)

(110)150

3 3

3

3

(110)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　木製建具

1/5

１） 枠の塗装の種別
２） 扉の見込み寸法

-1 木製建具枠

１） Ｐ -１.２×１６の躯体への留め付けはコンクリート釘等でＬ
各面２箇所留め付ける。

（コンクリート壁の場合）

-3 木製建具枠

-2 木製建具枠
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取付けは，公共標仕（建）表１２.５.１による。２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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木製建具枠-2

（軽量鉄骨壁の場合）
表１４.５.１の６５形の場合を示す。
スタッド及び開口部補強材等の断面寸法は，公共標仕（建）１）

木製建具枠-1

扉の見込み寸法２）
枠の塗装の種別１）

4-12
1/5

建具取合い　：　木製建具

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

(
1
0
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(
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)
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(
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2
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2
5
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(10) (10)

取付けは，公共標仕（建）表１２.５.１による。２）

スタッド

開口部補強材

ランナ

開口部補強材
スタッド

開口部補強材

ランナ

開口部補強材

の場合

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　木製建具

1/5

4-13

１）

-1 木製建具枠

（直張り工法及びALCパネルの場合）

-2

木製建具枠-3

H

(
2
5
)

(
3
)

(
1
2
)(
2
5
)

(
1
0
0
)

(
3
)

(
4
0
)

(
2
)

(
1
0
)

(
2
5
)

丁番の場合

(3)(40)(2)

(10)

(GB-R)P-1.2X16

(12)

(25)

＠450
P-1.2X16

(100)

W

(3)(25)
せっこう系直張り用接着材

断　面平　面

ピボットヒンジの場合

(12)

(
1
2
)

H

(
2
5
)

(
1
2
)

(
4
5
)

(
2
)

(
4
0
)

(
3
)

(
1
0
)

せっこう系直張り用接着材

(GB-R)

(GB-R)

(45)

(10)
(10)

丁番の場合

(12)(25)

断　面平　面

せっこう系直張り用接着材

ピボットヒンジの場合

木製建具枠

＠450

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物等の上
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せっこう系直張り用接着材
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Ｐ－１.２×１６の留め付けは，-１，-２ コンクリート壁には１）
コンクリート釘等で各面２箇所留め付け，-３ALCパネルには
Ｌ
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２） 扉の見込み寸法
３） 下地材の種類
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　標準型鋼製建具

1/5

4-21

１）

-1 標準型建具枠（鋼製建具）

（コンクリート壁打放し仕上げの場合）

-2 標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具）

１）
上枠に取り付ける。

(
1
0
)

(25)

(
3
) 1
0
0

4
0

(
3
)

2
5

(3～5)25

340

100
3

(3)

(
2
5
)

(10)

平　面 断　面

(25)

15

(
3
)

1
2
0

120

1
5

(
2
5
)

気密材

戸当りゴムは，片開きの場合には縦枠，両開きの場合には

(25)

(
2
5
)

(
1
0
)
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　鋼製建具,鋼製軽量建具

1/5

4-22

１）
２） 鋼板類の厚さ

１）
上枠に取り付ける。

（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）
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（コンクリート壁打放し仕上げの場合）

３） 順位調整器を取付ける場合の戸当り見込みは，４５ｍｍと
することができる。
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旗丁番の場合

ピボットヒンジ
の場合

枠見込み

(
3
5
)

(35)

(GB-R)

(
2
5
)

(25)

H

1
5

W15

せっこう系直張り

(GB-R)
せっこう系

(GB-R)

せっこう系直張り用接着材

(GB-R)

せっこう系直張り用接着材

(GB-R)

(GB-R)(GB-R)

の場合
ピボットヒンジ

旗丁番の場合

２） 標準型建具の寸法は４-０１による。

ピボットヒンジ
の場合

戸当りゴムは，片開きの場合には縦枠，両開きの場合には

気密材

気密材

ジョイントコンパウンド塗り

断　面平　面断　面平　面

2
5

2
5

(10)

枠
見
込
み

枠見込み

40 3(3)
3

25

4
0

(
1
0
)

(3～5)

25

15

(
3
)

(
3
)1
5

鋼製建具枠-4

枠見込み

(3)

(
3
)
(
3
6
)
3

(15)

(36)

(42) 3

(10)

(3)

(15)

(40)

(
4
6
)

(46)

(
1
0
)

(
2
5
)

3

(
1
5
)

(
1
5
)

平　面 断　面

(25)(3～5)

(3)

(
3
)
(
4
0
)
3

(40) 3

旗丁番の場合

コーナー保護金物等の上

コーナー保護金物等の上
ジョイントコンパウンド塗り

(100)

(
1
0
0
)

(
3
)

鋼製軽量建具枠-5

　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が

上枠に取り付ける。
１）

-3 鋼製建具枠

標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具）-2

（直張り工法の場合）

標準型建具枠（鋼製建具）-1

鋼板類の厚さ２）
１）

4-23
1/5

建具取合い　：　鋼製建具,鋼製軽量建具

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

用接着材
用接着材

せっこう系直張り

３） -３，-４で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちら
も可とする。

せっこう系
直張り用接着材

せっこう系直張り用接着材

25

(
1
0
)

(25)

(
1
0
)

(15)

15

(15)

(
1
0
)

W

W

15

枠
見
込
み

(3～5)

3

2
5

4
0

(
3
)

3

(
3
)

断　面

(GB-R)

(10)

(
1
0
)

(
1
5
)

平　面

(
2
5
)

断　面

(GB-R)

直張り用接着材

(15) W

せっこう系

W

せっこう系

25

(GB-R)

直張り用接着材

(10)

1
5
(
2
5
)

(10)(10)

2
5

(
3
)

(10)

1
5

H H

H

40

H

枠見込み

(3)

直張り用接着材
せっこう系

(3～5)(25) (25) (3～5)(25) (25)

(25)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
3
)
(
4
0
)
3

(
1
0
)

(25) (25)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
1
5
)

(
3
)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
1
5
)

平　面

直張り用接着材

枠の塗装の種別

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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スタッド及び開口部補強材等の断面寸法は，公共標仕（建）１） （軽量鉄骨壁の場合）

4-24
1/5

建具取合い　：　鋼製建具,鋼製軽量建具

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

断　面平　面

H

(
3
)
2
5

1
5

1
5

H

W15

(3～5)25

15 W (GB-R)

(GB-R)(GB-R)

(GB-R)

(25) (15)

(
1
5
)(
2
5
)

340(3)

1
5
2
5

(10)

(
1
0
)

(10)

気密材
気密材

(3)

断　面

(10)

3

枠
見
込
み

4
0

(
3
)

1525

平　面

40

3(
1
0
)

2
5

(10)

2
5

3

枠
見
込
み

4
0

枠見込み

25

(
1
0
)

(3～5)

25 15

(
3
)

(
3
)1
5

(15)

平　面 断　面

旗丁番の場合

ピボットヒンジの場合

W

(25)(3～5)

(42) (36)

(135)

(
4
2
)

(
3
6
)

(
1
3
5
)

(10)

(
1
5
)

(12.5)(12.5)

(
1
2
.
5
)(
1
2
.
5
)

(15)

平　面 断　面

ピボットヒンジの場合
(3～5)

W

(25)

(3)

(
3
)
(
4
0
)

(
2
5
)

3

H(40)

旗丁番の場合

(
4
6
)

(46)

(
6
5
)

(12.5) (65)

(
1
2
.
5
)

(12.5)

3

(
3
)

(10)

(135)

(
1
3
5
)

(GB-R)

鋼製軽量建具枠-4-3 鋼製建具枠

標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具）-2標準型建具枠（鋼製建具）-1

(
1
0
)

(
1
0
)

枠見込み

(
1
2
.
5
)(
1
2
.
5
) (
6
5
)

(
1
2
.
5
)

(25) (15)

(
3
)

3

(12.5)(12.5)(12.5) (65)(12.5)

(
1
5
)(
2
5
)

3(3)

(
2
5
)

(
3
)

(
1
5
)

H

スタッド

開口部補強材

ランナ

ランナ

開口部補強材

ランナ

開口部補強材

スタッド

スタッド

開口部補強材

開口部補強材

(GB-R)

スタッド

開口部補強材

-5 Ｔ型壁部　建具枠納まり

(
1
2
.
5
)

(
1
2
.
5
)

(
1
0
)

(
1
0
)

(10)

(
1
0
)

W(15)

(3～5)(25)

(GB-R)

(
1
3
5
)

(
3
)

(15)(25)

平　面

3

W (15)

(3～5)(25)

(15) (25)

(120以上)

(115)

(
1
0
)

開口部補強材

スタッド

(120以上)

表１４.５.１の６５形の場合を示す。
戸当りゴムは，片開きの場合には縦枠，両開きの場合には２）
上枠に取り付ける。
標準型建具の寸法は４-０１による。３）
-３で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも４）
可とする。

枠の塗装の種別１）

特記事項

鋼板類の厚さ
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が

２）

　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

(10)

(GB-R)

開口部補強材

(GB-R)

ランナ

開口部補強材

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　鋼製建具，鋼製軽量建具

1/5

１） （ALCパネルの場合）

4-25
２） 戸当りゴムは，片開きの場合には縦枠，両開きの場合には
上枠に取り付ける。

ている。
ＡＬＣパネルは，公共標仕（建）表８.４.３のＥ種を表わし１）

３） -１で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも
可とする。

枠の塗装の種別

-1 鋼製建具枠 鋼製軽量建具枠-2

(
1
0
)

(
1
0
0
)

(GB-R)

塗装仕上げの場合

ボード張りの場合

ボード張りの場合 塗装仕上げの場合

L-(65X65X6以上) 下地材

平　面

H

(
3
)
(
4
0
)

(25) ピボットヒンジ

旗丁番の場合

3

(15)

(3～5)

W

の場合

(
1
0
0
)

(25) (10)

(100)

(3) (40)

(
2
5
)

3

(
1
5
)

(100)

(
2
5
)

(
3
)

(GB-R)

下地材

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物等の上

L-(65X65X6以上)

断　面

(
1
0
)

(
1
0
0
)

平　面

H

(
3
)
(
3
6
)

(25) ピボットヒンジ

旗丁番の場合

3

(15)

(3～5)

W

の場合

(
1
0
0
)

(25)

(3)

(10)

(100)

(100)

(
2
5
) (
2
5
)

(36)
ジョイントコンパウンド塗り

断　面

3

(
1
5
)

(
3
)

コーナー保護金物等の上

L-(65X65X6以上)

ボード張りの場合 塗装仕上げの場合

塗装仕上げの場合

ボード張りの場合

(GB-R)L-(65X65X6以上) 下地材

(GB-R)

下地材

２） 鋼板類の厚さ
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）
下地材の種類３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



4-31
２） -１,-４,-５のステンレスの種別
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

１）
（片開き,親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
-１,-４,-５のくつずり厚さ，種別

くつずり（便所，洗面所など）-6

くつずり-4

-5 くつずり（便所，湯沸室など）

-3 くつずり，目地棒なしの場合-2 目地棒くつずり-1

1/5

建具取合い　：　内部用くつずり等

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

(
6
)

(
1
0
)

ステンレス t=1.5
くつずり

(
9
)(
3
)

(
1
5
)

(3)

(
3
)

(
1
5
)

(
1
5
)

仕上材が変わる場合の見切線

枠見込み

くつずり
ステンレス t=1.5

(       +3～4)

枠見込み

石材

(
3
)

(
2
2
)

H

鋼板製足付き
(既製品)＠500

3

(
9
)

(
3
)

(
1
5
)

H

目地棒　ステンレス
SUS304 FB-(6×12)

(　　　 +3～4)

(
9
)

(
9
)

H H

3(       +3～4)

H

(下地モルタル t=15以上)
防水層防水層

（保護モルタル t=15）

保護コンクリート

H H

枠見込み

石材

(
3
)

(
2
2
) (
6
)

(
1
0
)

枠見込み

石材

(
6
)

(
1
0
)

(
3
)

(
2
2
)

アスファルト防水の場合防水なしの場合

３） -６の石材の種類，表面仕上げ

扉見込み

扉見込み

扉見込み 3 (       +3～4)扉見込み 3

(下地モルタル t=15以上)

(シール材)

(       +3～4)扉見込み 3

塗膜防水，
合成高分子系ルーフィングシート防水
(屋内保護密着工法）の場合

４） -５，-６の防水層の種類

ステンレス t=1.5
くつずり

(
1
5
) (
1
6
)

(
1
0
)

(下地モルタル t=15以上)

防水層

（保護モルタル t=15）

保護コンクリート

(
6
)

H

(
3
)

(シール材)

3(       +3～4)

アスファルト防水の場合

扉見込み

(下地モルタル t=15以上)

防水層

くつずり
ステンレス t=1.5

H

3(       +3～4)

(
6
)

(
3
)

扉見込み

塗膜防水，
合成高分子系ルーフィングシート防水
(屋内保護密着工法）の場合

(
1
5
) (
1
6
)

(
1
0
)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　鋼製建具（外部用）

1/5

-1 標準型建具枠（鋼製建具）

（内部直張り工法の場合）

-2 鋼製建具枠

平　面

(
1
2
)

ステンレス

(3)

(
1
5
)

シーリング材(15×10)

(15)

(
2
5
)

(
2
5
) (
5
)

ステンレス

(25)

シーリング材(10×10)
(10)(25)

(15)

(3～5)

(
1
0
)

(
4
0
)

(
3
)

(
1
0
0
)

3

W

(
2
5
)

(100)

(3) (40) 3

H

小口ふた

(
2
5
)

(
1
0
)

(
3
)

(
1
5
)

シーリング材(10×10)

(25) ステンレス

(
1
2
)

(3)

シーリング材(15X10)

t=1.5

FL

3

(
1
0
)

(
1
0
)

(
4
0
)

(
3
)

シーリング材(10×10)

(25)

(3～5)

(15) W

(
1
0
0
) (100)

(
2
5
)

(10)

H

(
2
5
)

(
1
5
)(
3
)

シーリング材(10×10)

(10)

-3 鋼製建具枠

コーナー保護金物等の上
ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物等の上

標準型建具の寸法は４-０１による。１）

平　面

(25)

(25)

(
3
)

(
1
5
)

小口ふた

(10) (30)

断　面

断　面

旗丁番の場合

旗丁番の場合

(
3
5
)

4-41

t=1.5

t=1.5

t=1.5

水切りP-1.6L

FL

(35)

(
1
0
)

(3) (40) 3

(
1
5
)(
3
)

(
1
5
)

(
2
5
)

(
2
5
) (
5
)

ステンレス

小口ふた

水切りP-1.6

ステンレス t=1.5

シーリング材(15×10)

3
(
3
)

4
0

平　面

(35) 25

(
1
0
)

(
6
)

(
1
5
)

(15)

(
2
5
) (
5
)

ステンレス t=1.5

(
3
) (3)

1
0
0

100

W15

(3～5)

25 2
5 2
5 (
1
0
)

(30)(10)

FL

H
1
5(
3
)

L

1
5

(3) 40 3

15

コーナー保護金物等の上
ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物等の上

(25)

小口ふた

断　面
(
3
5
)

シーリング材(10×10)

シーリング材(10×10)

戸当りゴムは，片開きの場合には縦枠，両開きの場合には２）
上枠に取り付ける。
-２,-３で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも３）
可とする。

特記事項
枠の塗装の種別１）
鋼板類の厚さ２）
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

３） ステンレスの種別

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い　：　鋼製建具（外部用）

1/5

-1 標準型建具枠（鋼製建具）

（内部打放し仕上げの場合）

-2 鋼製建具枠

平　面

ステンレス t=1.5

(
1
2
)(3)

(
1
5
)

シーリング材(15X10)

断　面
(15)

(
2
5
)

(
2
5
) (
5
)

ステンレス

FL

(
5
)

(25)(25)

シーリング材(10×10)
(10)(25)

(15)

(3～5)

(
2
5
)

(
4
0
)

(
3
)

(
1
2
0
)

3

W

(
2
5
)

(120)

(3) (40) 3

H

小口ふた

(
2
5
) (
1
0
)

(
3
)

(
1
5
)

(5)

シーリング材(15×10)

(35)(25)

断　面平　面

ステンレス

(
1
2
)(3)

シーリング材(15X10)

ステンレス

FL

(
3
5
)

3

(
1
0
)

(
1
0
)

(
5
)

(
4
0
)

(
3
)

シーリング材(10×10)

(25)

(3～5)

(15) W

(
1
0
0
)

(
2
5
)

(5)(10)

H

(
2
5
)

(
1
5
)(
3
)

(10)

-3 鋼製建具枠

標準型建具の寸法は４-０１による。１）

(
1
0
)

(25)

小口ふた

(10) (30)

(15)

旗丁番の場合

旗丁番の場合

4-42

シーリング材(10×10)

t=1.5

水切りP-1.6L

t=1.5

t=1.5

(
1
5
)(
3
)

(3) (40) 3

100(25)

(
1
5
)(
3
)

(
1
5
)

(
2
5
)

(
2
5
) (
5
)

平　面

(
1
0
)
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-２，-３で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも３）
可とする。

特記事項
枠の塗装の種別１）
鋼板類の厚さ２）
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

３） ステンレスの種別
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図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い：簡易気密型鋼製建具（外部用）

1/5

-1 標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具）

（内部直張り工法の場合）
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仕様
標準型建具の寸法は４-０１による。１）

２） -２，-３で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも
可とする。

特記事項
枠の塗装の種別１）
鋼板類の厚さ２）
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

３） ステンレスの種別
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図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い：簡易気密型鋼製建具（外部用）

1/5

-1 標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具）

（内部打放し仕上げの場合）
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扉の召合わせ
両開き戸の場合

仕様
標準型建具の寸法は４-０１による。１）

２） -２，-３で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも
可とする。

特記事項
枠の塗装の種別１）
鋼板類の厚さ２）
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

３） ステンレスの種別
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い：簡易気密型鋼製建具

1/5

１）
２） 鋼板類の厚さ

-1 標準型建具枠（簡易気密型鋼製建具） -2 簡易気密型鋼製建具枠

（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

建具取合い：簡易気密型

1/5

１）
２） 鋼板類の厚さ
（片開き，親子及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が
　９５０ｍｍ又は有効高さが２,４００ｍｍを超える場合）

鋼製軽量建具（内部用）標準型建具の寸法は４-０１による。１）

4-46
-２で旗丁番を使用する場合は，掘込み，面付けどちらも２）
可とする。

３） ステンレスの種別

枠の塗装の種別

-1 標準型建具枠（簡易気密型鋼製軽量建具） -2 簡易気密型鋼製軽量建具枠
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4-47

鋼製建具枠-1

1/5

建具取合い：防火戸（９０度開き）

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

(25)(25)

(
2
5
)

BBB

CAA

片開きの場合両開きの場合
D

A
(
2
0
)

(10)

B部

(5)(70)

(
5
)(
2
5
)

(
5
8
)

(5)(25)

(25)

C部

(15)

(
1
2
0
)

(
3
0
)

(
5
0
)

(20)

D部

W

平　面

(
1
2
0
)

(10)

(10)

(80)

A部

(
2
0
)
(
5
8
)

(
2
5
)

(
2
5
)

(25)

(
2
5
)

(10)

(
4
5
)

(
1
5
)

(
5
)

(50)

(58)

(5)

天井仕上げ面

H

(10)

(3)

(120)

(30)

(
1
5
)

(
4
5
)

(80)

(
5
)

天井仕上げ面

(
9
)

(
9
)

断　面

ヒンジクローザー

ヒンジクローザー

(
5
0
)

補強を含む。
ヒューズ装置の場合は，自動閉鎖機構，切込み，開口

３） 煙感知器又は熱感知器連動装置の場合は切込み，
開口補強のみとし，吸着板，ラッチ受け座は別途とする。

自動閉鎖機構及び感知１）

仕様

２）

１）

特記事項
１） 特定防火設備と取合う，壁及び床仕上げの標準的な
納まりを示す。なお，防火認定を受けたものではない。 装置の種別

枠の塗装の種別２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(10)

(
1
5
)
(
4
5
)

(
5
)

(5)(50)

(58)

天井仕上げ面

H

(10)

(
2
5
)

(
4
5
)

天井仕上げ面

(
5
)

(78)

(120)

(3)

(
9
)

(
9
)

B

(10)

C

B

A

片開きの場合

A

(
2
0
)

(
5
)

B部

(78)

(58)(20)

A部(
1
0
)

D

A

B

(
1
5
)

(
2
5
)

D部

(
2
0
)

W

(58)

(120)

(
1
0
)

(50)

鋼製建具枠-1

1/5

建具取合い：防火戸（180度開き）

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

(
2
5
)(
2
5
)

ヒンジクローザー

ヒンジクローザー

(58)

(50)

(120)

平　面

(50)

補強を含む。
ヒューズ装置の場合は，自動閉鎖機構，切込み，開口

３） 煙感知器又は熱感知器連動装置の場合は切込み，
開口補強のみとし，吸着板，ラッチ受け座は別途とする。

自動閉鎖機構及び感知１）

仕様

２）

１）

特記事項
１） 特定防火設備と取合う，壁及び床仕上げの標準的な
納まりを示す。なお，防火認定を受けたものではない。 装置の種別

枠の塗装の種別２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 4-49

-1 防火・防煙シャッター

シャッター：防火・防煙シャッター

1/3,1/50

軸受

ケースハンドル

H
 
=
1
8
0
0
以
上

（ラッチ付）

W

1
0

H

W =750以上 W

上部天井点検口
(600×600)

10

▽FL

立　面　1/50 断　面　1/50

平　面　1/50

底板

底板・ステンレス　t=1.5
曲げ加工

ガイドレール　立　面　1/3 ガイドレール　平面詳細　1/3

(45以上)

(60以上)

(10)

(
3
)

W

(
4
5
以
上
)

底板・ステンレス　t=1.5
曲げ加工

ガイドレール：ステンレス
t=1.5曲げ加工

PL-1.6）

W

取付用 P -1.6L
＠600以下

（             ）

（             ）

8
0
0
～

1
,
5
0
0

手動閉鎖装置
（電動式の場合，押ボタン付）

避難用扉（常時閉鎖）

1

(スチールパネル
1

1

仕様
1 1１） 特定防火設備と取合う，壁及び床仕

上げの標準的な納まりを示す。なお，
防火認定を受けたものではない。

２） シャッター各部は，公共標仕（建）
16.11及び製造所の仕様による。

特記事項
１） Ｗ , Ｈ , Ｗ  , Ｈ
２） 開閉方式の種類
３） 危害防止機構の種別
４） 手動閉鎖装置の設置位置
５） 塗装の種別
６） ステンレスの種別

７） パネルの材質，厚さ，仕上げ，取合い
８） 天井点検口の設置位置，寸法

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



4-51

シーリング材は四周に充填する。１）
２） アルミニウム製のぜん板及び額縁は押出形材とする。 -５,-６,-７の断熱補修材の材種２）

ａ，Ｈ，Ｗ１）

1/5

建具取合い：窓

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

(5)

シーリング材

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

(35)(35) HHHHH

WWW

ぜん板
ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

断熱補修材

断熱補修材

断熱補修材

断熱材

断熱補修材

断熱補修材 断熱補修材

断熱補修材

アルミニウム製

(
1
5
)

(
2
5
)

(10)

(25)(15)

(
1
0
)

(
1
0
)

(GB-R)

(65)

(5)

(10)

断熱材t=(25)

(65) (65)

シーリング材

(10)

断熱材t=(25) 断熱材t=(25)

(10)

(
1
0
)

(
5
)

シーリング材

t=(25)

(
1
0
)

(
1
0
)

(
1
0
)

-3　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製の場合 -4　木製の場合 -5　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製の場合 -6　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製の場合 -7　木製の場合

(10)

(
2
5
)

(
1
5
)

窓回り（ぜん板及び額縁）-3～-7窓回り（水切り）-1・-2

(GB-R)

(GB-R) (GB-R) (GB-R)

(
1
5
)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
1
5
)

(10)

(10) (10) (10) (10)

(
1
5
)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
1
5
) (
2
5
)

(
1
5
)

(
2
5
)

(
2
5
)

(
1
5
)

(
2
5
)

(25)(15)

断熱材
t=(25)

断熱補修材

(25)(15)(25)(15) (25)(15)

断熱材
t=(25)

断熱補修材

額縁
アルミニウム製

額縁
アルミニウム製

額縁
アルミニウム製

ぜん板 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
ぜん板

ａ

シーリング材

(
1
5
)

(10×10)
シーリング材

シーリング材

シーリング材
(10X10)

H

(
1
5
)

(
1
5
)

W

(15)

水切板
アルミニウム製

壁
心

サ
ッ
シ
心

-1　アルミニウム製の場合
(
3
5
)

(
2
0
)

(15)

シーリング材

(
1
5
)

(
1
5
)

H

W

-2　アルミニウム製の場合

(15)

ａ
(10×10)
シーリング材

シーリング材

水切板
アルミニウム製

壁
心

サ
ッ
シ
心

(
3
5
)

(
2
0
)

(15)

(10×10)

(
1
5
)

シーリング材
(10X10)

（指定仕上材）

指定仕上材の種類３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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-７の断熱材の有無３）
防鳥網又は防虫網の有無及び線材，線径のメッシュサイズ２）

4-52

アルミP－(2.0)

H

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

フランジ（L-30×30×3）錆止め塗料塗り

補強板

補強板

(
1
5
0
)

(150)(35)(35) (35)

(防鳥網又は防虫網)

(断熱材)

水抜き

チャンバー（設備工事）

(防鳥網又は防虫網)

シーリング材

W

W

WWW

W

H

H

HHHH

ぜん板
アルミニウム製

アルミニウム製の場合

ぜん板
アルミニウム製

断熱補修材

断熱補修材

アルミニウム製の場合

断熱補修材

断熱材

木製の場合

断熱材

アルミニウム製の場合

断熱補修材

断熱補修材
断熱補修材

断熱補修材

断熱材

アルミニウム製

木製の場合

ぜん板
アルミニウム製

額縁モルタルの場合

シーリング材

シーリング材

外壁取付け用ガラリ

-1 -2 -3 -4 -5 -6 -7

ぜん板アルミニウム製,

(
1
5
)

(
2
5
)

(10) (10)

(15)(25)

(
1
0
)

(65)

(5)
シーリング材

(10)

断熱材t=(25)

(65)
(65)

(5)
シーリング材

(
2
5
)

(10)

断熱材t=(25) 断熱材t=(25)

(
2
5
)

(10)

(
1
0
)

(
5
)

シーリング材

t=(25) t=(25)

(
1
0
)

t=(25)

(
1
0
)

(10)

(10X10)

アルミP－(2.0)

シーリング材(10X10)

(断熱材)

(10X10)

シーリング材

（カーテンボックス，ダクト等と取合う場合）３-３１，３２による。
カーテンボックス又はカーテン受け板が付く場合は，１）

２） アルミニウム製のぜん板及び額縁は押出形材とする。

窓回り（ぜん板及び額縁）-1～-7

-３，-４，-５の断熱補修材の材種１）

1/5

建具取合い：窓

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

(GB-R) (GB-R)

(GB-R) (GB-R) (GB-R)

(
1
5
)

(
2
5
) (
1
5
)

(
2
5
)

ぜん板
アルミニウム製

(
1
5
)

(
2
5
)

(15)(25)

(15)(25)

断熱補修材

(15)(25) (15)(25)

断熱補修材

(15)

(15)(25)

W

(15)(25)

(
1
0
)

W W(
1
0
)

(
1
0
)

(
1
0
)

額縁
アルミニウム製

額縁
アルミニウム製

額縁
アルミニウム製

額縁
アルミニウム製

シーリング材

フランジ、ガスケット（設備工事）

フランジ（L-30×30×3）錆止め塗料塗り

フランジ、ガスケット（設備工事）

L

L

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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W

H

断　面

平　面

断熱補修材

断熱補修材

溶接

断熱補修材

断熱材t=(25)

FB-3X30-＠600

(
3
5
)

(
1
5
)

L形金物アルミニウム製

(10)

(100)

L形金物アルミニウム製

(
3
5
)
(
1
5
)

FB-3X30-＠600

断熱材t=(25)

(10)

(
1
0
0
)

断熱材t=(25)

(GB-R)(35)(15)

(
1
0
)

W

H

断　面

平　面

L形金物アルミニウム製

(
3
5
)

(
1
5
)

(10)

(
1
5
)

(100)
(
3
5
)

(10)

(
1
0
0
)

(15) (35) (
1
0
)

(GB-R)

L形金物アルミニウム製

１） -２の断熱補修材の材種

４） ＦＢの取付けは，あと施工アンカーを使用してもよい。

２） 木部は塗装なしとする。
３） 鉄面は，錆止め塗料塗りとする。

二重窓（断熱材ありの場合）-2

外部建具が鋼製建具の場合もこれに準ずる。１）

二重窓-1

水切りの有無及び寸法，サッシ位置などは４-５１による。５）

1/5

建具取合い　：　二重窓

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 4-54

-1 樹脂製建具窓回り

建具取合い：窓（樹脂製建具）

1/5

b(
2
5
)

(10)

(
2
5
)

有
効
 
H

断 面　1/5 平 面　1/5

D

樹脂製建具は複層ガラスを使用する。１）
各部詳細・金物等は建具製造所の仕様による。２）

３） 製品の寸法許容差は JIS A 4702 又は JIS A 4706による。

１）
２）

W , H , D，ａ，ｂ，W　，H
断熱補修材の材種

断熱補修材

断熱補修材 t=(25)

W

シーリング材

シーリング材

アンカー

(25)
断熱補修材

シーリング材

(25)

シーリング材

ａ

壁
心

サ
ッ
シ
心

(35)

D

ａ

(
3
5
)

壁心

サッシ心

断熱材 t=(25)

断熱材 t=(25)

1 1

b
1

H

b有効 Wb 1

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 4-55

-1・-2 二重窓（改修）（樹脂製建具）

建具取合い：二重窓（改修）

1/5

(
1
0
)

(10)

外窓

断 面　1/5 平 面　1/5

外窓

(25)b 新設建具 有効 W (25)

(
2
5
)

a
(
2
5
)

ぜん板<既存>

ふかし枠<新設>

60以上

外窓

断　面　1/5 平　面　1/5

-1 既存額縁見込で納まらない場合

樹脂製建具<新設>
樹脂製建具<新設>

-2 既存額縁見込で納まる場合

60以上

樹脂製建具<新設>

<既存>

<既存>
<既存>

樹脂製建具は複層ガラスを使用する。１）
各部詳細・金物等は建具製造所の仕様２）

樹脂製建具枠見込みは60mm以上とする。３）
製品の寸法許容差は JIS A4702 又は ４）

１）
２）

W　,W　，H　 ,H　， D , a  , b

３）

                            （樹脂製建具）

D

ふかし枠の材種

断熱補修材<既存>

断熱材t=(25)<既存>

断熱補修材<既存>

断熱補修材<既存>
断熱材<既存>
t=(25)

断熱補修材<既存>
断熱材<既存>
t=(25)

断熱補修材<既存>

断熱材t=(25)<既存>

-１の補強方法

額縁<既存>

ふかし枠<新設>

断熱補修材<既存>

(10)

(10)

D
(
1
0
)額縁

外窓
<既存>

ふかし枠<新設>

LGS壁<新設>

ぜん板<既存>

額縁<既存>

樹脂製建具<新設>

による。

JIS A4706による。

a

b

新設建具 W

2

1

21 21

<既存>
額縁

<既存>

新
設
建
具
 
有
効
 
H

(
2
5
)

a
(
2
5
)

a

新
設
建
具
 
H

2

1

(25)b (25)b

４） 既存建具の寸法

新
設
建
具
 
有
効
 
H

新
設
建
具
 
H

2

1

新設建具 有効 W

新設建具 W

2

1

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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